
脱・乱横断〜路渡り上手になろう！〜 

 

班長： 市川藍里 副班長：瀬戸大晴 DB：藤田勝成 

班員：松井陽仁 根岸美空 田路柊介 原宏樹 白崎有紗 

担当教員：和田健太郎 TA： 飯村直紀

 

１ 背景・目的 

1.1 筑波大学周辺における交通状態 

 筑波大学周辺は歩行者や自転車だけでなく、多く

の自動車が走行する。早朝の通学時間帯など、道が

混雑する時間帯には自転車と自動車が接触しそうに

なることが多い。特に自転車や歩行者が横断歩道を

利用せず横断する際は、ヒヤリハットが多発してい

ると感じる。このように筑波大学周辺における乱横

断は大きな事故に繋がる危険性があると考えた。 

1.2 乱横断とは 

 乱横断は近年話題に上がるようになった新しい概

念である。明確な定義はないものの、「横断歩道を

利用しない危険な横断」と一般的に認識されてい

る。乱横断は歩行者・自転車の事故に繋がりやす

く、令和２年の内閣府のデータ[1]では「横断歩道以

外横断中事故における法令違反別歩行者死者数」の

うち原因が乱横断であるものが約２０％であった。 

1.3 目的 

 この様な背景を踏まえたうえで、主な私たちの研

究目的は 2 つある。１つ目は筑波大学周辺の乱横断

の実態の把握、2 つ目はその実態把握で分かったこと

から筑波大学生の乱横断を抑制するための策の提案

である。 

 

2 既存研究について 

実態調査をする前に既存研究をあたった。「永

脇・鈴木 (2022)」によると、乱横断事故は若年層に

多いということが示されている。また、この研究内

では若年層が乱横断する理由についてアンケートで

集計した結果、私たちが該当する16~24歳までの若年

層においては「横断歩道が近くにないから」が最も

多い理由であり、その他にも「交通量が少ないか

ら」、「沿道施設に行きたいから」などが主な理由

として挙げられていることから、交通・周辺施設要

因が乱横断を発生させる原因となっているというこ

とも示されている。この研究結果は筑波大生にも当

てはまる部分があり、今後の私たちの班の調査につ

ながる可能性があると考えた。 

 

3 調査 

3.0 乱横断の定義 

 1.2 で先述したように乱横断についての明確な定義

は存在していないため、7 班では調査に際して乱横断

を「横断歩道のないところ、もしくは道路標識のな

いところでの歩行者と自転車の車道の横断や道路標

識を無視した歩行者と自転車の横断」と定義した。

また、この乱横断において自転車は車道の交差部で

は車両としての扱いとする一方で、単路部において

は歩行者と同じ扱いとすることとした。 

 

3.1 調査概要  

 後述の８か所における乱横断の実態調査と大学施

設部へのヒアリング調査を実施した。 

 

3.2 実態調査の目的 

 既存研究から乱横断をよく見かける場所には共通

点があり、分類ができると考えた。そこで、実際に

乱横断が多く見られる箇所を訪れ、乱横断をする人

がいるかの現状把握と特徴の分類を行うことを目的

として実地調査を行った。 

 

3.3 乱横断のタイプ分類 

 乱横断の理由を考察すると、全てに「渡りたい場

所に横断歩道が無い」という共通の原因があった。

そこからさらに詳細な原因を考えたところ、「乱横

断の特徴」（特徴）、「周辺の横断歩道の状況」



（横断歩道）、「考えられる他の原因」（原因）か

ら以下の３つの分類に分けることができた。 

表 1：乱横断のタイプ分類 

 

3.4 実態調査の箇所と分類 

 

 

 

上記の 8 カ所について、調査を行った。 

 

3.5 各地点における実地調査結果 

 前述した 3 つの分類に沿って、それぞれの箇所の

実態や特徴を以下に記述する。 

 

①大学会館前バス停 

11 月 7 日（火曜、天気：雨）の昼 11 時 9 分、29

分の 2 本のバスを降りた 6 人の乗客のうち、5 人の乱

横断を確認した。 

西側には敷地外の道路へ降りる階段、東側には大

学会館へ続くペデストリアンデッキがあり、バス停

を挟んで両側から歩行者用の通路が伸びている。つ

まり、歩行者の動線を道路が分断している。それに

もかかわらず、この地点に横断歩道が無いため、乱

横断をする人が多いと考えられる。 

 

②第三エリア前バス停  

10 月 30 日（月曜、天気：晴れ）の 12 時 11 分発

の便では、バスを降りた乗客 9 人全員の乱横断が確

認できた。 

この場所では、バスを降りた乗客がそのままバス

停付近を横断している光景がよく見られる。バスに

隠れて自動車の運転手から歩行者が見えにくいため

危険である。 

最も近い横断歩道までは約 64m と遠くないが、バ

ス停付近を横断すると第三エリアの主要な建物へ最

短で向かうことができるような構造になっており、

歩行者にとっての最適経路上に横断歩道がないこと

がわかる。また、多くの乗客が乱横断していること

で、それを見た別の乗客の乱横断を誘発していると

も考えられる。 

 

③ 大学中央 

この箇所では朝・昼・夜（日付は異なる）の 3 回

調査を行った。 

10 月 23 日（月曜、天気：晴れ） 夜 18:00~18:05

の観察では、学園中央を通る人が見られず、乱横断

は確認出来なかった。街灯はあるものの暗い場所が

多いため、自転車などが乱横断していると気づきに

くいと考えられる。 

10 月 25 日（水曜、天気：晴れ）朝 8:25〜8:30 に

観察したところ駐車場から大学の方への乱横断を 3

人確認した。 

10 月 26 日（木曜、天気：晴れ）、昼 12:00~12:10

に観察したところ歩行者６人（４人組が一つ）の乱

横断を確認した。自転車の乱横断はなく、歩行者は

大学から本部棟の方向への乱横断のみだった。この

時間帯はほとんどバス以外に通る自動車はなかった

ため、乱横断をしてもそれほど危険性はないように

見られた。 

 

④陸上競技場東 
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図 2：陸上競技場東 

（赤：乱横断、黄：自動車） 

図 1：乱横断多発箇所の地図[3] 



この箇所では主な通行者が自転車だったため、実

際に乱横断している歩行者を見かけることはなかっ

た。もし、天 2 方面から天 3 方面に行くために歩行

者が道の右側の歩道を歩いていた場合、どこにも横

断歩道がないため乱横断をせざるをえない作りとな

っている。一番近い横断歩道の距離は 150m と遠く

乱横断が起こりやすい場所だが、この地点は車が３

方向から来る可能性があり、事故に繋がりやすい。 

 

⑤大学病院前 

10 月 23 日（月曜、天気：晴れ）夕方 18：00 頃、

25 日（水曜、天気：晴れ）、27 日（金曜、天気：晴

れ）、30 日（月曜、天気：晴れ）朝 8：15 頃の観察

を通して、大学病院前では西側にある大学病院の施

設と東側にある駐車場を隔てる学内循環道路上で乱

横断が発生していた。より細かく見ると 

（1）病院職員指定駐車場の出入り口と大学病院を横

断する場面 

（2）平砂宿舎駐車場と西側の追越学生宿舎前バス停

の裏側にある駐車場の出口を横断する場面 

の 2 つにおいて乱横断が頻発していた。 

（1）と（2）に共通する特徴としては、朝 8：00

頃と夕方 18：00 頃に乱横断の発生が多い。それぞれ

の特徴としては 

(ⅰ)たった 10m 横に横断歩道が設置されているにも

関わらず乱横断が発生していた 

(ⅱ)最も近い横断歩道が 100m 以上離れている 

ことが挙げられる。 

 

⑥平砂トンネルを出た場所 

この場所は、大学と外部の接続部分であり、多くの

筑波大生が日常的に使用する場所となっている。 

11 月 10 日 (月曜、天気：曇り) は 90 人中 87 人と、

ほとんどの人が乱横断をしていた。この箇所では車も

かなりスピードを出しており、ピーク時には自転車が

乱横断するために車が減速せざるを得ないという場

面もあった。 

この場所周辺の最寄りの横断歩道については、北側

は 590m 先、南側は 135m 先となっており、最寄りの

横断歩道までかなり距離がある。 

また、大学内外の接続部分の悪さも原因として挙げ

られる。具体的には、大学側の歩道の問題である。南

側に関しては、図 3 のようにそもそも歩道がなく、ト

ンネルの出入り口周辺で乱横断をするしかないとい

う状況にある。また、北側に関しては、歩道はあるも

のの、段差や街路樹が原因で車道に出にくく、対岸に

渡りにくい構造となっている。したがって、北側へ行

くにしても南側へ行くにしてもトンネルの出入り口

付近で乱横断をするしかないという状況にある。 

 

⑦大学会館東側 

 

 

10/25（水曜、天気：曇） 昼 15:00~15:15、自転

車約 10 台、歩行者約５人の乱横断が確認出来た。 

現状、大学会館東側の道路では横断歩道が約５０

０ｍにわたって設置されていない。そのため、大学

会館や体芸エリアから天久保三丁目方面への乱横断

やその逆方向の乱横断が多く発生している。この地

点では、主に大学の出入口部分での乱横断が多く見

られた。そのため、歩行者の最適ルート上に横断歩

道が設置されていないことが乱横断の主な要因であ

ると分析できる。また、この道路の直線部分では見

通しが良く危険性は少ないが、途中に急なカーブが

あり見通しが悪く、危険な箇所も存在する。 

 

⑧天久保２丁目 平砂入口 

10 月 23 日（月曜、天気：晴れ）昼 11:50~11:55、

自転車３台が信号を無視して乱横断をする様子が確

認できた。ここは平砂宿舎への出入り口であるが、

横断歩道があるにもかかわらず、押しボタンを押さ

ずに信号を無視して渡る自転車が多い。理由として

は、通行者が「わざわざ交通を止めて渡るよりも信

号を無視してささっと渡った方が、かかる時間が自

転車・車ともに減る」と考えているということが挙

げられる。 

 

4 ヒアリング調査 

「学内の横断歩道はなぜ現在の配置になっている

のか？」という疑問を解決するために学内の施設を管

図 3：春日 4 南側 図 4：春日 4 北側 



理している大学の施設部にヒアリングするのが適切

だと考え、施設部へヒアリング調査を行った。 

 

調査日  2023 年 11 月 9 日 10:30~11:15  

場所  筑波大学施設部  

調査人数  社会工学類２年の３人 藤田、瀬戸、原  

調査形式  質問票（事前にお渡しした）を基にした

インタビュー方式  

対象者  施設部施設企画課 山田様、西川様  

 

 

調

査

内

容  

Q1. 施設部は大学構内または周辺の道路標識、横

断道路をどの範囲まで管理しているのか。 

A1.  基本的にループ道路と周辺緑地帯まで管理

している。しかし平砂トンネルとその道路は施設部

の管轄ではなく市の管轄内である。また、敷地内の

道路標識であっても、公道に向けて看板や標識を設

置する際は警察の承認が必要である。 

  

Q2. 横断歩道は学内交通変更による自動車規制

（2005 年 4 月 1 日）以来新設したことはあるの

か。  

A2.  2011 年に平塚線沿いの自転車専用道が新設

され、その時松見道路に横断歩道が新設された。 

過去に学生から南地区 に横断歩道新設の要望が

あったが、「制度上要望にあった場所には設置でき

ないこと 」、「設置できる位置までずらすとすぐ近

くに既に横断歩道があること」 、「街路樹とその根

を撤去することや障がい者の為の歩道の高さの調

整の為に費用がかかり、費用対効果が小さいこと」

から却下された。 

  

Q3. 実験などで横断歩道を仮設することは可能

か。  

A3. 横断歩道を仮設するにはシステム情報系に依

頼して学生に周知してもらう必要がある。また、安

全性について、教授や委員会などの有識者から意見

を募る必要がある。 

  

Q4. 現在の横断歩道の形成由来を知りたい。 

A4 .  施設部から説明として「キャンパスマスタ

ープラン 2011」[4]、「筑波大学の施設・環境計画

（2001）」[5]、「キャンパスリニューアル計画

（2002.3）」[6]を提示されたが、横断歩道に関す

る細かい記述は見られなかった。 

５ 今後の展望 

これまでの調査を踏まえた上で、まず、より定量的

に乱横断発生箇所の実態を把握するために時間など

の条件を統一して実態調査を行う。また、必要に応じ

て学内関係者に向けたアンケート調査や関係各所へ

のヒアリング調査を実施する。 

次に、以上の調査を通してわかったことを踏まえて

乱横断が発生している各箇所の危険性を相対的に評

価し、優先的に対応すべき箇所を順位付けする。 

そして、定量的調査からより優先的に対応するべき

と判明した箇所から周辺の横断歩道の配置や道路構

造について検討し、最終的には施設を整備している主

体である大学やつくば市に検討した改善案を提案す

ることを考えている。 

また、乱横断を抑止するために利用者である学生や

教職員に向けて乱横断についての注意喚起をするこ

とも検討している。 
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